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M．T．プファイファー／H．G．ネーゲl）著

『ぺスタロッテの原理による唱歌教育論』（1810）再考
－プファイファーの実既と3人の役割に着目して－

開　口博子＊

は　じ　め　に

ドイツやアメリカのみならず，我が国の明治期

の学校音楽教育の成立にまで少なからぬ影響を及

ぼした『ペスタロツチの原理による唱歌教育論』

（Gesangbildungslehre nach Pestalozzischen

Grundsatzen，1810）－以下，『唱歌教育論』と

略称－は，べスタロツチ（Johann Heinrich

Pestalozzi，1746－1827）が根本的な刺激を与え，

プファイファー（MichaelTraugott Pfeiffer，

1771－1849）が独創的な実践を行い，ネーダリ

（Hans GeorgN註geli，1773－1836）が専門的な形

での叙述を行ったことによって成立したものであ

るとされている1）。19世紀を扱っている音楽教育

史の先行研究では，多かれ少なかれ『唱歌教育

論』について触れ，『唱歌教育論』においてペス

タロッテのメトーデがどのように適用されている

のか，といったことについて詳細な検討がなされ

ている2）。にもかかわらず本稿において『唱歌教

育論』を取り上げたのは，『唱歌教育論』の内容

を詳斉田に分析し，そこにべスタロッテのメトーデ

だけでなく，プファイファーの実践的なアイディ

アやネーゲリの音楽教育観がどのように反映され

ているのか，つまり『唱歌教育論』における3人

の具体的な役割について，これまで明確にされて

きたとは言い難いと考えたからである。特にプフ
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ァイファーの実践と『唱歌教育論』との関わりに

ついては，これまで充分に検討されてきたとはと

ても言い難い。

筆者は別稿3）において，ネーゲリが『唱歌教育論』

を理論的に根拠づけるた鋸こその出版の前年に著

した『ぺスタロッテ，プファイファー，ならびに

彼らの友人の名において芸術学的に叙述されたプ

ファイファーの考案によるぺスタロツチ主義唱歌

教育論』（DiePestalozzischeGesandjildungSlehre

nachPfeiffersErfindungkunstwissenschaftlich

dargestelltimNamenPestalozzis，Pfeiffersund

ihrer Freunde）－以下，『芸術学的唱歌教育

論』と略称－の内容を詳細に検討し，彼がどの

ような音楽観，音楽教育観に基づいて『唱歌教育

論』を著したのか，その詳細を明らかにした。よ

って本稿ではそれを踏まえ，これまであまりスポ

ットの当たらなかったプファイファーについても，

彼が実践のなかからどのようなアイディアを生み

出し，それが『唱歌教育論』にどのように反映さ

れているのか，といったことを明らかにし，『唱

歌教育論』における3人の役割と位置づけ■を明確

にすることを課題とする。具体的には，まずプフ

ァイファーの唱歌教育の構想と彼の唱歌教育実践

について検討する。そして『唱歌教育論』の内容

と特徴を再検討した上で，『唱歌教育論』におい

てべスタロツチのメトーデ，プファイファーの実

践，ネーゲリの音楽教育観がどのような点に反映

されているのか，具体的に明らかにする。
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1．プファイファーの唱歌教育構想と教育実践

（1）プファイファーの唱歌教育構想

プファイファーとネーダリのうち，先にべスタ

ロッテとコソタクトをとったのはプファイファー

である。プファイファーは，1801年にブルクドル

フに赴いてペスタロッテの学園に2年間滞在し，

そのメトーデを学んでいる4）。その後，1805年に

レソツブルクに移り住み，そこで学校と歌唱協会

を設立してぺスタロツチ主義に基づく唱歌教育を

実践していた5）。

プファイファーは，レソツプルクにおいて実践

するなかで，べスタロツチのメトーデに基づく体

系的な唱歌教卓受の方法を構築したいという希望を

持つに至り，1807年11月22日付でべスタロツチに

書簡を送り，その構想を述べている。この書簡を

ぺスタロッテは重要とみなし，1808年の『人間教

育のための週報』（WochenschriftfurMenschen－

bildung）第2巻に，「唱歌における自然に合致し

た教授法の予告」（Anktindigung einer natur一

gemまL5enUnterrichtsweiseim Gesang）という

タイトルで掲載し，公にした6）。

その書簡の冒頭においてプファイファーは，自

らの実践を振り返り，次のように述べている。

「あなた［ぺスタロツチ－引用者］の学園

を離れて以来，私は，子どもが可愛い人形を

持って遊ぶように唱歌において，そして唱歌

から，あなたのメトーデの精神（Genius）

が行き渡るよう，唱歌の教授を基礎づけ組織

するという，あなたにとってほよく知られた

試みをしてきました。」7）

このように述べてプファイファーは，べスタロ

ッチのメトーデの精神に則った唱歌教授を行って

きたことを報告している。

ところでプファイファーは，この書簡において

自らの音楽論を展開しているが，注目すべきは，

彼がリズム，メロディー，ハーモニーを音楽を構

成する要素とみなし，特にリズムを第－のものと

考えるという視点が見出だされることである8）。

1800年頃からドイツにおいてぺスタロツチのメト

ーデを音楽教育に応用するという方法が『一般音

楽新聞』（AllgemeinemusikalischeZeitung）な

どに発表されるようになっていたが，『唱歌教育

論』以前の方法には，音楽を要素に還元するとい

う視点はみられない9）。ぺスタロツチも，プファ

イファーが唱歌をその根源的な要素に還元すると

いう視点から出発したことを指摘しており10），

『唱歌教育論』における音楽を要素に還元すると

いう方法は，プファイファーに由来するものとみ

なしてよいであろう。

（2）プファイファーの唱歌教育実践

ではプファイファーは，実際にどのような唱歌

教育の実践を行っていたのであろうか。プファイ

ファー自身が自らの実践報告を残しているわけで

はないのでその詳細は不明であるが，レソツブル

クを訪れたバーデソの教会参事会員シュヴァルツ

（F．H．Chr．Schwarz）の報告によると，次の通

りである11）。

①拍子を取る練習，リズム練習。

②2度における聞き取りの練習，音の記憶の

訓練［つまりメロディーの練習－引用

著］。

③リズムとメロディーを結び付けた練習。

⑥音の書き取りの練習。

⑤和音唱によって聴覚を発達させる。

⑥理解（呼吸によるフレージソグ）と表現

（ディナーミクとアゴーギクの訓練）を伴

った歌唱。

⑦（個人的な）楽器の指導の開始。

⑧音列のリズムとメロディーを変える［っま
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り編曲－引用者］。

⑨最終的に，［音楽的な－引用者］自立に

導くことを目標とする。

またプファイファーは，隣接する音をまず1，

2と2，1，次に1，2，3，3，2，1など指と数

字を使って表し，徐々に音域を広げてゆき，あら

ゆる可能な組み合わせを子ども自身に探させると

いう方法も用いている12）。

以上のようにプファイファーの方法には，まず

リズムの練習を，次にメロディーの練習を行い，

その後で両者を結合するという『唱歌教育論』の

方法の原形が見出だされる。

2．印昌歌教育論』の成立とその特徴

（1）『唱歌教育論』の成立とその構成

プファイファーがペスタロツチに宛てた書簡が

べスタロッテに刺激を与えたことは間違いないで

あろう。一方，ネーゲリとペスタロツチとの直接

的な交流は，1808年頃，ネ⊥ゲリが自作の歌の楽

譜をペスタロツチの学園（イヴェルドソ）に送っ

たことから始まったとされ，同じ頃，プファイフ

ァーともコソタクトを持ち始めた。そして，それ

からまもなくプファイファーとネーゲリは，べス

タロッテより『唱歌教育論』の作成を依頼され，

ネーゲリは，イヴェルドソを訪れてべスタロツチ

と直接会談し，その後プファイファーともしばし

＜語例1＞リュトミーク，メローティク，

エロL

ば話し合いを持った。そのような経過を経て，

1810年に『唱歌教育論』は刊行された13）。『唱歌

教育論』の全体構成と概要は，次頁の〈資料〉の

通りである14）。

（2）基礎課程の特徴

く資料〉から明らかな通り，本論はリュトミーク

（Rhythmik，リズム法），メローディク（Melodik，

旋律法），ディナーミク（Dynamik，強弱法）と

いった音楽の構成要素に関わる「一般的音楽論・」

（AllgemeineTonlehre）と音と言葉との結び付き

に関わる「特別な音楽論・」（BesondereTonlehre）

という2つの大きな部分に分かれている。

「一般的音楽論」では，まず第1部でリュトミ

ーク，第2部でメローディク，第3部でディナー

ミクという個々の要素の練習を徹底的にさせ，第

4部でようやく今まで学習した3つの要素を統合

した練習がなされる。だが，その3要素の統合の

練習では，今まで学習した事柄の統合とはいえ，

下のく語例1〉のようなかなり難易度の高い課題

まで提示されている。〈譜例1〉の2つの課題は，

音域がともに14度（上の課題はa一g2，下の課題

はcl－b2）であり，音程の跳躍としては，上の課

題はわずか8小節のなかに12度，11度，9度とい

う複音程が3度も現れ，下の課題でも休符をはさ

むものの14度が現れている。いずれも半音進行や

広い音域，音程の跳躍などがしばしば現れる，き

ディナーミクを統合した練習課題の例
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＜資料＞『唱歌教育論』の全体構成と概要
予約者一覧表（S．Ⅲ一m）：イヴェルド

予告（S・1Ⅶ）：「完全で詳細な唱歌教本」全4部の予告。
序文（S・ⅠⅩ－Ⅹ）：音楽の教育的意義，宗教教材について，など。
要旨（S・刀－ⅩⅤⅠ）：『唱歌教育論』の概要をコンパクトにまとめたもの。
教師に対する一般規則（S・1－6）：学校教師に対する3頂日，個人教師，家庭教育を対象とした部分。
この指導書の形式に関する事前の注意（S．7）：問答教授についての指示。

授業の事前準備（S．

ソの学園120部。他教育委員会，音楽出版社，唱歌教師など。

8）：唱歌指導の対象とすべき年齢（10歳が最適），唱歌指導の際の注意事項など。
一　般　的　音　楽　論

Jク（Rhythmik，リズム法）の基礎，すなわち音の長短の指導と練習（S．9－40）

習　姿勢に関しての注意，教師の手の動きに合わせて子どもに“a”の発声をさせる。
歌うことと沈黙することを繰り返す練習を通して時間配分が存在することに気付かせる。
3種類の音符」，♪，♪とそれに対応する休符主，7，9を提示し，その関係を理解させる。
3種類の音符と休符による練習。（例）JJ川畑」認J紺JJJTコ7日J召Jコ」コ♪

」と2／4拍子の導入と練習。（例）＝トトガム7月l♪7J‡♪7JミIJ7♪lJl

Aと3／4拍子　　〟

」．と6／8拍子　　〝　　　（例）】」．J♪】JTコ」．lJTコ」♪lJ，主71

0の導入。。，古」，♪，♪の正式名称の提示。－，T，上の提示。4／4拍子の導入。

2／4，3／4，4／4拍子の名称と記号の提示。3／2拍子の導入と練習。

6／4，12／8拍子の導入と練習。（例）よJJ】JJTnJJ召Jコl　よき～‖
00　と4／2，9／4拍子，タイの名称と記号の提示。9／8拍子の導入と練習。

2／8，3／8，6／16拍子の提示（練習は無し）。めったにない拍子（6／2，6／1，12／4）などの紹介。

タイや符点を含む練習。（例）lと」JJ・】U　♪l上声l LlJ　を71
アウフタクトや休符から始まる練習。

爪と屈刃の導入と練習。（例）÷月屈刀lJ．田】．ロ茄月lJ州
民」しき㌦着の提示。　　　　　6　　　　6

今まで学習した拍子や音符をまとめて提示し，その関係を再認識させる。
ローディク（Melodik，旋律法）の基礎，すなわち音の高低の指導と練習（S．41－70）

声の試験　試験による子どもの声の質の識別。試験を行う際の注意事項，試験の実施方法など。
第1章　2つの音（亘，言）の提示からテトラコード（亘，互，瓦，言）と二線譜表；鷺±土を導入し歌わせる。

第2章　テトラコードに数字を付ける。数字譜でテトラコード内の順次進行の練習を“la”で実施。
第3章
．姐　J　三色

テトラコード内の跳躍進行の練習。（例）1．2．3．1．3‥2．3．4．2．4．】4．3．2．4．2

第4章　2つ日のテトラコード（言，冒，言，冒）と四線譜表の導入。2つのテトラコードを結合し，数字を

付ける。結合したテトラコード内の順次進行の練習。壱（4）が中心音。
第5章　結合したテトラコード内の跳躍進行の練習（4度の跳躍まで）。（例）4．1．4．2．4．3．4．

第6章　5度～7度音程の名称の提示と練習。…以外の音を中心音とする跳躍進行の練習。
第7章　書を中心音とした難しい進行の練習。（例）6．7．4．3‥6．7．3．2‥6．7．2．1‥6．7．3．

第8章　五線譜表，加線，ハ音記号，♯，♭の導入。すべての音名の導入。

第9章半音進行，不協和音程の練習0（例）壷．轟．言‥言．品．亘…；．品．石‥石．品．言…壷．轟ふ
全音階と半音階の構造の理解。

後書き　メローディクの課程終了後の個別指導や試験の勧め。
第3部　ディナーミク（Dynamik，強弱法）の基乳　すなわち音の強弱の指導と練習（S．71－82〕

第1章　mezzo，forte，piano，pp，ff，CreSC．，dim．の導入と練習。（例）pp・Pp・p．P．m．m・f・f．fE．fE．

第2章　1つの音を強くしたり弱くしたりする練習。＜と＝＞を用いた練習。
第3章　同じ強さで音を保持する練習。総合練習。（例）　　　　　　　　・・・・・・
後書き　ディナーミクの課程終了後の個別指導や試論の勧bt）。p・m・L　＜　pp・p・m・L　放　く

第4部　音楽要素の組織的結合，すなわちリュトミーク，メローディク，ディナーミクの統合の指導と練習
（S．83－119）

準備練習　自然な音のアクセントという概念の導入。各拍子における強粕と弱柏の関係の認識。
第1章
第2章

リズムの音列とメロディーの音列の結合。さまざま結合の仕方の提示。

芸…書芸詣警豊実誌蒜言妄：芸器謂冨：（例）嘩
第4章　リズムとメロディーの結合した音列にディナーミクの要素を付加する練習30曲。
第5章　1つのメロディー（リズム）のテーマに30種のリズム（メロディー）を付けた変奏曲各30曲。

第6章　h　複音程（13度まで）の導入。半音進行と複音程を含む30曲の練習曲。
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すなわち音と音関係を理解し，統合し，審く指導と練習（S，120－160）

音楽教育における記譜法の重要性，記譜練習の準備，音符や休符の書き方。
テソポの違いから拍子を識別する練習，リズムの記譜練習。
テトラコード内の4つの音からなるメロディーの取乱（例）TTJ†＝1一二圭二二・一

7度以内の音程からなるメロディーの記譜。
リズムとメロディーの結合した2小節からなる順次進行と跳躍進行の課題の記譜。
3小節からなる課題の記譜。（例）
4小節　　　　　〝

ディナーミク，シソコべ－ショソ，3連符を含む4小節以内の課題の記譜30曲。

5度圏に従った調性の概念と調号の導入。ダブルシャープ，ダブルフラットの導入。

短調の導入。長音階と短音階の比較。短調の課題（a－mOllのみ）の記譜練習。
音程の種類（長，短，完全，増，減）の教示。
さまざまな音部記号（ヘ音記号，ト音記号，等），オクターブ音名（F～盲）の教示。
速度記号（Adagi0，Andante，Moderato，Allegro，Prestoなど），拍子記号，Jb等の教示。

スラー，レガート，スタッカート，さまざまな装飾音の名称と奏法の紹介。

反復記号とさまざまな発想記号（Affetuoso，Agitato，DoIce， Cantabile．など）の教示。

特　別　な　音　楽　論

第1部　歌唱の音と言葉の音との組織的結合（S．161－183）

序　　歌唱における言葉の発音の正確さと明瞭さの重要性。

第1章　4つの主母音（a，0，u，e）をテトラコードと結び付けた発音練習。（例）票≡≡‡
第2章　4つの副母音（屯，0，鼓，i）をテトラコードと，主母音と副母音を音階と結び付けた練習。

第3章　5つの二重母音（au，au，eu，ai，ei）と主母音，副母音を音階と結び付けた練習，など。

第4章　強い圧縮音（h，k，t，p），弱い圧縮音（g，d，b）と母音aを結び付けた練習。
第5章　保持音G，W，f，S，1，r，m，n），二重子音（ch，SCh，Z，q）と母音aを結び付けた練習。

第6章　母音aの前にさまざまな二重子音と三重子音を組み合わせたシラブル（kra…）の発音練習。

第7章　母音aを前に置いてさまざまな子音と組み合わせたシラブル（ak，apt，andt・・・）の発音練習。

第8章　実際の単語の音節と歌唱音の結合の仕方についての説明。
第2部　音のアクセントと言葉のアクセントとの組織的結合（S．184－198）

序　　言葉のアクセソトと音のアクセソトの対比。

第1章　2音節と3音節の語の詩脚に応じて音を結び付けた練習。（例）
‾＿　∴　‾∴‾∴∴‾∴テ‾‾　≒幸三≡

第5章　状況によって強弱が変化する1音節の語（da，SO，nOCh・・・）を含む語群と音を結び付けた練乳
第6華中強の音節を含む語群と音を結び付批練乳（例）抑

第3部苦葦と詩呈諾警豊富霊妄蓑蒜謡値について。　　剛叫‥伸

第1章　シラビックとメリスマテイツクという2種類の音と言葉の結合の仕方の説明と練習。

第2章　歌唱教材を選択する際の訓練と芸術という2つの観点からの検討の勧めと検討のための項目。
第3章　実際の歌唱教材の練習のための手順の提示。
第4章　歌詞と関連づけたプレスの風凱付録Aの単声唱歌の使用に際しての簡単な指示。

第4部　音楽芸術作品演奏のための基本的な手引き，すなわち芸術機関（KunStinstitllt）への学校の組織

（S．209－224）

序　歌唱の方法を習得した後の学校の在り方，方法の目的について。
第1章　実際の歌唱練習において開始音を与えるなどの補助手段としての楽器の使用について。
第2章リーダーシップをとる先唱者（Vors註nger）の養成の必要性について。
第3章　付録の単声，2声，3声唱歌の授業への組み込みについて。
第4章　2声の歌に進む際のパート分けの試験の実施方法，2声の歌唱練習の手順と注意，など。
第5章　3声の歌の芸術教育における重要性について。3声の歌唱練習の手順と注意，など。
後書き　基礎課程終了後の歌唱教材について。ルソトゲザソグの推奨。テノールの養成の勧め。

補遺　一般的省察（S・225－233）：ペスタロツチ主義について。学習者のレディネスに応じた指導法，

特別な省察（S・234－250）：本論の補足説明。ハーモニーと2声唱歌の関係，短調について。

新しい唱歌教本の付録A－30曲の単声の歌唱作品－
新しい唱歌教本の付録B－30曲の2声の歌唱作品－
新しい唱歌教本の付録C－30曲の3声の歌唱作品－
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＜語例2＞音のアクセントと言葉のアクセントを結び付けた珠習例

はroヰふけ　　（茸m血は）＿　　　（軌叩b伽往かれ　　　　（FrfがmJつ．

6b’プ且軋　　　軌　メトIli．

わめて歌いにくい課題であると言える。

「特別な音楽論」の第1部では，言語の母音と

子音をさまざまな形でテトラコードや音階と結び

付けて発音する練習が行われているが，その方法

は，べスタロツチの展開した言語教授における発

音教授の方法と非常に多くの類似点を見出だすこ

とができる15）。すなわちここで示された方法は，

べスタロツチの発音教授の方法に音高を結び付け

たものであると言える。第2部では，上のく譜例

2〉のように実際の単語の詩脚に応じた音高とリ

ズムを持っフレーズの練習をさせる。例えばSin

－genは，最初の音節Sinにアクセソトがあるの

でSinを高音で長い音符で，Ge－Sangはその道，

3音節の場合には，Er－freu－1ichは第2音節の

freuに，Freu－den－festは第1音節のFreuに最

もアクセソトがあるので，アクセソトのある音節

が高音で長い音符となる，などである。実際の単

語の詩脚に応じた音高とリズムを持つフレーズの

練習を数多くさせることで，言葉のアクセソトと

音のアクセソトとを合わせることがきわめて重要

であることを認識させている。

（3）宗教歌に対する見解

以上のような基礎課程の特徴とともに『唱歌教

育論』には，宗教的な歌に対する見解にも独特の

ものがある。F唱歌教育論』の序文では，次のよ

うに述べられている。

「まさに我々にとって音楽は高貴で神聖なも

のであるので，我々は最初の歌唱練習を宗教

的な歌詞で構成することはできない。それど

eT　三　拝用言叫．　　語でm三も川　手　巨匹

ころか我々はそうすることによって，宗教的

な歌の神聖さを汚すことになる。…（中略）

・・・この宗教的な歌の最も高度なジャソルは，

成熟した青年のために取っておかれなければ

ならない。」16）

こうした宗教歌に対する見解は，「補遺」の

「一般的省察」においてさらに具体的に述べられ

ている。つまりコラールは，歌詞の内容が子ども

にふさわしくない，テソポの速さが子どもの呼吸

に無理を生じさせる，拍節がないので学校教育で

は大人数の子どもが正確に一緒に歌うことができ

ないとして，身体的・精神的理由から，子どもの

歌唱教材としてはコラールを否定しているのであ

る17）。ただ，F唱歌教育論■』における子どもの歌

唱教材としてのコラールの否定は，決して宗教音

楽の否定ではなく，むしろその神聖さを尊重する

ゆえであることに留意しなければならないであろ

う。

（4）ネーゲリ作曲による唱歌集の特徴

『唱歌教育論』には，単声，2声，3声の各30

軋　計90曲のネーゲリ作曲による唱歌集が付録と

して付いている。単声の唱歌は，次貢のく譜例

3〉のような4～12小節程度の庫い練習歌である。

F唱歌教育論』において学習した基礎的な要素が

含まれたものとなっている。調性は，すべてC－

dur，G－dur，F－durのいずれかである。く譜例

4〉ほ，2声唱歌の例である。2声唱歌にはディ

ナーミクの要素も加えられており，単声唱歌より

もやや長い，8～20小節程度の曲である。2声唱
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＜語例3＞r唱歌教育論j所収の単声唱歌より

エTl．

ロ爪伸汀郵相′四両亡亡r両fag fa　タ　n亡亡拙さD亡m　田qi ≠抑巾tb′如n’be丘秋は・プbeg6hni eHbem

＜譜例4＞r唱歌教育論J所収の2声唱歌より

ⅠⅤ．釈qfur．
JJJ好化fね・

訳8日ut！訳αブmrl旬i亡　叩　bie6pur√bie bu ultさきet8作／匝 佃6tll iln bllnパ亡tnS頼′8m

郡巾Rr拍恥¢u任地「川即丘nullb aプBer和江′bi亡加叩bllm肋匝uTが哲郎bull佃n血流PE的t unが帥1

＜譜例5＞　r唱歌教育論J所収の3声唱歌より

ⅩVr．郎Il恒β　鋸6日rf巳♭・
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歌は，子どもに最初にハーモニーを導入したもの

であり，合唱への最初の準備段階の曲と位置づけ

ることができる。く譜例5〉は，3声唱歌の例で

ある。3声唱歌では，バスの声部は教師が受け持

つよう指示されているので実際に子どもが歌うの

は2声の域を出ないが，3声を体験できるという

意味で，完全な4声体合唱への橋渡しをするもの

であると考えることができる。なお，3声唱歌で

はく語例5〉のように短調の曲や転調する曲も含

まれ，単声，2声唱歌より難易度が高くなってい

ることがうかがえる。以上の通り，3つの形態の

唱歌は，易しいものから徐々に難しいものへと配

列されていることがうかがえる。このようなネー

ダリ作曲の唱歌集は，すべて無伴奏で演奏される

という点で，学校唱歌に新しい領域を拓くことに

なったと評されている18）。

3．『唱歌教育論』における3人の役割

（1）『唱歌教育論』の基礎となったペスタロツ

チのメトーデ

さまざまな特徴を持つ『唱歌教育論』であるが，

全体的にみれば，その根底にペスタロツチのメト

ーデが適用されていることがうかがえる。ここで

改めて，『唱歌教育論』に適用されているペスタ

ロツチのメトーデについてまとめると，次の3点

を挙げることができる。

①直観教授法－記号や名称を提示する前に

実際の事象（つまり音）を与える。

特に初歩の段階において，かなりの部分

で直観教授法が適用されている。例えばリ

ュトミークでは，まず教師と子どもがいく

つかの音を速さを違えて一緒に歌うことに

よって4分音符，8分音符，16分音符の音

価を子どもの感覚に直観させ，その後でそ

れらの音価をまず子どもにわかりやすい言

葉で置き換えて提示し，かなり後になって

初めて正式名称を提示している。メローデ

イクでも，まず教師と一緒に歌うことによ

って子ども自らが音の高低を感覚を通して

直観し，音高も最初から音名を導入するの

ではなく，まずは数字で示している。音楽

の特質を充分に考慮した上で，まず音その

ものを子どもの感覚に直観させ，それによ

って子どもに音楽に対する其の理解を得さ

せようとしていると言えるであろう。

②段階教授法－「単純なものから徐々に複雑

なものへ段階的かつ体系的に導く。

音楽をリュトミーク，メローディク，デ

ィナーミクという3つの要素に還元し，ま

ずはじめに各々の要素を他の要素から完全

に切り離して段階的進行によって徹底的に

反復練習させている。また，まず母音とテ

トラコードを，次に母音に子音を付けた語

とテトラコードを結び付けた練習をさせる

など，易しいものから徐々に難しいものへ

と練習を進めている。しかし，あまりにも

完壁さを追及した要素の学習と厳密な段階

づ桝も　練習自体が機械的なものに陥って

しまい，子どもにとって授業が無味乾燥な

ものとなる危険性が大きい。またあまりに

も長時間，要素の学習のみに専念させて実

際の歌を歌わせないことは，子どもの自然

な音楽的行為や欲求を無視してしまうこと

になり，音楽的な興味そのものを失わせて

しまう結果になりかねない。したがってこ

の要素学習は，大きな弊害を合せ持つもの

であると言まっざるを得ない19）。しかし，子

どもにふさわしくないコラールを強制的に

暗記させるのではなく，子どもの身体的・

精神的な発達段階に即して，易しいものか

ら徐々に難しいものへと進めていく方法は，

高く評価できるものであると言えよう。

③問答教授による授業の展開－児童の自己
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活動の重視。

べスタロツチほ，児童の自己活動を重視

すべきという立場から問答教授を推奨して

いるが，F唱歌教育論』でも問答教授によ

って授業を進めるように設定され，非常に

多くのスペースをさいて教師と生徒との膨

大な質疑応答の実例が示されている。『唱

歌教育論』における問答教授は，概ね教師

の質問や歌唱に耳を傾けさせ，既習の概念

を統合して子どもに解答を導き出すように

質問が設定されており，べスタロツチの意

図した児童の自己活動に即したものとなっ

ている。しかし，子どもが教師の言葉を繰

り返しているにすぎない場面も時々見受け

られるので，必ずしもすべての質疑応答が

有効に作用しているとは言い難い。

以上のように『唱歌教育論』には，一貫してぺ

スタロッテのメトーデがその基礎にあることがう

かがえる。

（2）『唱歌教育論』に反映されたプファファー

の実践的なアイディア

『唱歌教育論』には，その長い正式なタイトル

に「プファイファーによって教育的に基礎づけら

れた」（padagogischbegrtindet）と書かれてい

る。また，ネーゲリの著した『芸術学的唱歌教育

論』にも「プファイファーの考案によるぺスタロ

ヅチ主義唱歌教育論・」と書かれており，『唱歌教

育論』の方法が，もともとプファイファーの実践

から生み出されたものであったことがうかがえる。

具体的に『唱歌教育論』においてどのようなとこ

ろにプファイファーが実践から生み出したアイデ

ィアが生かされているのかということについては，

大きく以下の5点にまとめられるであろう。

（∋音楽を要素に還元するという視点を見出だ

した。

先述の通り，音楽を要素に還元するとい

う視点は，『唱歌教育論』以前の方法には

みられないものである。これはプファイフ

ァーが実践のなかから生み出したものであ

ろう。

②リズムを第1の要素とした。

ぺスタロッテに宛てた書簡のなかで，リ

ズムが第1の要素となると明言している。

だがなぜ，リズムを第1の要素とするのか，

その点に関してはプファイファーは何ら言

及していない。

（∋数字の使用。

『唱歌教育論』では，すく小に音符は導入

せず，まずは数字を用いた練習を行わせて

いる。数字の使用は，もともとプファイフ

ァーが行っていたものである。

④拍子を取る練習から始まり，音程の識別の

練習を経て，両者を結合する練習を行う。

この方法は，リズムの練習からはじめ，

次にメロディーの練習を行い，既習の要素

を結合するという『唱歌教育論』の手順を

きわめて簡略化したものであると言えよう。

⑤音の書き取りの練習（すなわち記譜法）の

導入。

プファイファーは，既習の要素を結合し

た練習の後，音の書き取りの練習をさせて

いる。それは，『唱歌教育論』において要

素の結合の後，記譜法へと進むという手順

と同じである。

以上のことから明らかな通り，プファイファー

の実践は，『唱歌教育論』の原形になったと言え

るであろう。
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（3）『唱歌教育論』に反映されたネーゲリの音

楽教育観

プファイファーの実践は確かに画期的なことで

あったが，その理論的根拠が明確でない部分も多

い。プファイファーの考案した方法を体系化し，

さらにそれに新しい要素を加えて『唱歌教育論』

として完成させたのは，ネーゲリである。

『唱歌教育論』には，次のような点に特にネー

ダリの音楽教育観が反映されている。これらはほ

とんどが，『芸術学的唱歌教育論』にその根拠が

示されている20）。

①リズムを音楽の第1の要素として重視した。

リズムを音楽の算1の要素とするという

視点はプファイファーにみられたものであ

るが，ネーダリは，なぜリズムが音楽の第

1の要素となるのかということを論理づけ

ている。すなわちネーゲリは，音楽は「時

間契機を表示する芸術」であるので，一定

の時間区分であるリズムが音楽の第1の要

素とならなければならないとしたのである。

②ディナーミクを音楽の主要な構成要素とし

て独立させた。

ネーゲリは，音楽を量的に測定できるも

のとできないものに分け，量的に測定でき

るリュトミーク，メローディク，ディナー

ミクを「形式の絶対的な三重性」と呼んで

いる。『唱歌教育論』のなかでディナーミ

クを音楽の主要な構成要素として独立させ

たのは，ネーゲリのその理念による。その

一方でネーダリは，プファイファーが音楽

の三要素の一つとしたハーモニーは，リズ

ムとメロディーの重ね合わせの技術である

として音楽の構成要素とはみなしていない。

この点に関しては，プファイファーと見解

が異なったことになる。『唱歌教育論』に

は，ネーダリの見解が採用された。

（∋視唱と記譜法の重視。

ネーゲリは，音楽における視覚，聴覚，

触覚という3の感覚のフィードバック作用

を指摘している。すなわち楽譜を見て（視

覚），正しく見たかどうかを聴き（聴覚），

正しく見て聴いたかどうかをのどで感じる

（触覚）。ネーゲリが視唱を重視するのは，

それが3つの感覚をすべて用いるため，そ

のフィードバック作用が有効に働くからで

ある。また記譜法の場合には，聴いた音を

心の目で見るため，それもまたフィードバ

ック作用を働かせることができるのである。

④テトラコードの重視。

ネーゲリは，テトラコードを音階の基本

構造ととらえていた。したがって音階をは

じめ調性の導入など，あらゆる音構造をテ

トラコードから導入している。

（9歌唱における言葉の重視。

ネーゲリは，音楽それ自体は内容を持つ

ものではなく，感情を伝達することはでき

ないとみなしていた。彼は，人間相互の共

感作用は音楽が言葉の内容を持つことによ

ってのみ生ずることができると考えていた

ので，彼にとって言葉が非常に重要となる

のである。「特別な音楽論」においてしつ

こくシラブルとテトラコードを結び付けた

練習をさせたり，言葉のアクセソトと音の

アクセソトを合わせることを重視したのは，

ネーゲリが歌において言葉を非常に重視し

ていた証拠であろう。

（砂子どもの歌唱教材としてのコラー′レの否定。

ネーゲリほ，子どもの生理的・身体的理

由から，子どもの歌唱教材としてはコラー

ルを否定している。

⑦コラールに代る新しい子どもの歌唱教材の

提供。

『唱歌教育論』には付録の唱歌集が付い
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ている。それらはすべてネーゲリ作曲によ

るものであり，子どもの歌唱教材に関する

彼の見解を反映したものとなっている。

この他にも『唱歌教育論』には，短調に関する

見解，音楽教育の目標など，様々なところにネー

ダリの独自性が見出だされる。

おわ　り　に

以上の通り本稿では，『唱歌教育論』において

実際にどのような点にペスタロツチのメトーデ，

プファイファーの実践的なアイディア，ネーゲリ

の音楽教育観が反映されているのかということを

きわめて具体的に分析し，その内容について分類

を試みた。最初に述べた通り従来の先行研究では，

べスタロツチのメトーデが『唱歌教育論』にどの

ように反映されているのかという点に焦点が当た

り，同著における3人の役割について具体的に分

類を試みるということはなされていなかった。そ

の意味で本稿は，『唱歌教育論』の内容をこれま

でとは違った視点から改めて分析し直したもので

あると言える。

今回の分析を通して，『唱歌教育論』にはぺス

タロヅチのメトーデ，プファイファーの実践，そ

してネーゲリの音楽教育観がきわめてよく融合さ

れているということを改めて認識した。それは多

くのすぐれた特性を持ち，きわめて体系的で緻密

な構成で，論理的な一貫性も認められるものであ

る。

だが，『唱歌教育論』には当時の民衆学校にお

ける唱歌教育の現状に対する配慮が足りなかった

と言わざるを得ない。つまり，聴唱によるコラー

ルの反復が主流であった当時の民衆学校の唱歌教

育の状況と『唱歌教育論』とが，あまりにもギャ

ップが大きすぎたと言えるであろう。したがって

『唱歌教育論』は，教師に対する指導書とはいえ

実際は，一切の妥協を排し，べスタロッテのメト

ーデに基づき，プファイファーの実践的なアイデ

ィァに刺激を受けたネーゲリが，自らの考える音

楽教育の理想に忠実に従って完成させた，いわば

音楽教育の理論書と言えるものではないだろうか。

実践的な観点からはさまざまな問題点もあるもの

の，最終的に高度な芸術作品をすべての人々が自

らの力で享受できるための基礎能力を身に付けさ

せることをめざした『唱歌教育論』の理論は，大

いに評価できるものであろう。

今後は，『唱歌教育論』の出版以降，その理論

がどのようにして学校音楽教育に浸透していった

のか，その過程を明らかにしてゆきたい。
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